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地質標本館の活動とGSJ広報誌
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写真1　�ジオネットワークつくばサイ
エンスカフェの様子（2010年
8月，ジオネットワークつく
ば事務局提供）．

地質標本館は，1980 年 8 月に開館し，地質調査所（現

産総研地質調査総合センター：GSJ）の調査・研究で収集

され地質標本館に登録された地質標本の管理・保管，アー

カイブ化，データベース化，利用支援を行い，あわせて，

研究の成果を一般の方々に常設展示や特別展を通じて公開

してきました．加えて，GSJ の地質研究を支援する試料調

製業務も行っています．そして開館 30 年を迎えた 2010

年 10 月に組織と業務の見直しがなされ，ボーリングコア

を含む GSJ の研究試料全般についての整備と管理，なら

びにジオパーク，ジオネットワークつくば（写真 1），地

質情報展（写真 2），地質の日事業の事務局等，GSJ の主

要なアウトリーチの窓口としての機能も合わせもつように

なり，その役割は広がっています．

これまで，地質標本館の常設展示については，開館当

初から雑誌「地質ニュース」に “ 地質標本館だより ” とし

て，展示を担当した GSJ 職員により積極的な展示紹介が

なされてきました（例えば，山田ほか , 1981；小沢ほか , 

1991）．また，特別展示や講演会，体験学習イベントなど

についても，それぞれの担当職員が「地質ニュース」に寄

稿し，経緯や状況の記録，その都度考案，あるいは改良し

たノウハウの記録がなされてきました（奥山 , 1995；坂

野ほか , 2001；須藤ほか , 2003；井川ほか , 2006 など）．

地質標本館のイベント報告に限らず，GSJ のアウトリーチ

活動の報告の場としても「地質ニュース」は活用されてき

ました（例えば，地質情報展：斎藤 , 2000 など；産総研

一般公開：吉田 , 2006 など）．このためこれらの記事は，

単に記録としてだけでなく，所外の博物館の展示や各種行

事の参考資料として活用されているケースも数多くありま

す．また，近年では大学の社会貢献が叫ばれるようになり，

大学におけるアウトリーチ活動も盛んとなり，大学関係者

により参考とされるケースもあるようです．展示や行事だ

けでなく，地質標本の登録やデータベース化に関する寄稿

も「地質ニュース」にいくつかなされています（奥山ほか , 

2005 など）．このように，地質標本館の活動全般につい

て「地質ニュース」を通して積極的に紹介されてきました．

長年にわたり GSJ の広報誌の役割を担ってきた「地質

ニュース」は，残念ながら 2011 年 3 月をもって発行終

了となりました．地学の普及誌は国内でもあまりなく，「地

質ニュース」は全国的に名の通った雑誌であったので，こ

の半年前に行った発行終了の告知に対して，発行終了を惜
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写真2　�地 質 情 報 展 の 様 子 （ 2 0 1 0 年 9
月，地質情報展事務局提供）．

TOSHIMITSU Seiichi (2012): Activit ies of the 
Geological Museum, and GSJ public information 
magazine.

(受付：2011年9月2日）
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しむ声が所外からも聞こえてきました．「地質ニュース」

の発行終了に伴い，私たちはその後の地質標本館の活動を，

概要についてのみ「GSJ ニュースレター」で紹介するよう

にしています（東宮・澤田 , 2010 など）．このたび，「GSJ

ニュースレター」を発展させる形で新たな広報誌「GSJ 地

質ニュース」が創刊され，地質標本館の活動を細かくお伝

えする場が復活したことは喜ばしいことと受け止めていま

す．このような広報誌での活動紹介はアウトリーチ活動の

エビデンスとなり，また，新規のアウトリーチプログラム

開発にあってはオリジナリティやプライオリティの確保

となりますので，地質標本館では今後は広報誌「GSJ 地質

ニュース」を通して積極的に活動紹介や報告をしていくこ

とを館員に勧めていきたいと思います．あわせて，日本国

内の地質における中核的な組織としてアウトリーチ活動

のノウハウの発信をしていくことができればと考えていま

す．GSJ の皆様にも地質情報展や地質標本館特別展等，種々

のアウトリーチ活動に協力・参加いただき，ぜひ「GSJ 地

質ニュース」への積極的な投稿をお願いいたします．　　
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